
(57)【要約】

【課題】直流電源を用いることなく、屋外に設置された

太陽電池のＩ－Ｖ特性を取得できるようにする。

【解決手段】、ある基準照度（例えば、１ｓｕｎ）とそ

の照度より低い照度（Ａ、Ｂ、Ｃ・・・）におけるＩｓ

ｃとＶｏｃの組から、基準照度におけるＩ－Ｖ特性を次

のようにして合成することができる。まず、Ｉ－Ｖ特性

図上において、基準照度について、（０，Ｉｓｃ）、（

Ｖｏｃ，０）をプロットする。次に、照度Ａについて、

基準照度での短絡電流との差電流Ｉｓｃ－Ｉｓｃ（Ａ）

を算出し、（Ｖｏｃ（Ａ），Ｉｓｃ－Ｉｓｃ（Ａ））（

Ａ′点）をプロットする。同様に、照度Ｂ、Ｃに関して

、（Ｖｏｃ（Ｂ），Ｉｓｃ－Ｉｓｃ（Ｂ））（Ｂ′点）

、（Ｖｏｃ（Ｃ），Ｉｓｃ－Ｉｓｃ（Ｃ））（Ｃ′点）

をプロットする。同様にして、基準照度より低い照度に

関して多数の点をプロットし、各プロット点を繋いで滑

らかな曲線が得られるようにする。このようにして作成

された曲線が、合成された基準照度におけるＩ－Ｖ特性

である。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
異 な る 複 数 の 照 度 と そ れ ぞ れ の 照 度 で の 短 絡 電 流 を 測 定 す る と 共 に 異 な る 複 数 の 照 度 と そ
れ ぞ れ の 照 度 で の 開 放 電 圧 を 測 定 し 、 そ の 測 定 結 果 に 基 づ い て 基 準 照 度 と 基 準 照 度 よ り 低
い 照 度 で あ る 第 １ ～ 第 ｎ （ ｎ は 正 の 整 数 ） 照 度 に お け る 短 絡 電 流 と 開 放 電 圧 と の 測 定 値 の
組 を 得 、 Ｉ － Ｖ 特 性 図 上 に お い て 、 基 準 照 度 で の 短 絡 電 流 と 開 放 電 圧 と を プ ロ ッ ト し 、 第
ｋ （ ｋ ＝ １ 、 ２ 、 ・ ・ ・ 、 ｎ ） 照 度 の 開 放 電 圧 を 電 圧 値 、 基 準 照 度 で の 短 絡 電 流 か ら 第 ｋ
照 度 で の 短 絡 電 流 を 減 算 し た 値 を 電 流 値 と す る 点 を プ ロ ッ ト し 、 各 プ ロ ッ ト 点 を 連 結 す る
こ と に よ り 基 準 照 度 の Ｉ － Ｖ 特 性 を 得 る こ と を 特 徴 と す る 太 陽 電 池 の Ｉ － Ｖ 特 性 取 得 方 法
。
【 請 求 項 ２ 】
短 絡 電 流 ま た は 開 放 電 圧 の 前 記 測 定 値 が 、 現 実 の 測 定 値 ま た は 現 実 の 測 定 値 の 補 間 値 で あ
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 太 陽 電 池 の Ｉ － Ｖ 特 性 取 得 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
短 絡 電 流 ま た は 開 放 電 圧 を 測 定 す る 際 に 、 光 照 射 に 先 立 っ て 被 測 定 太 陽 電 池 を 一 旦 短 絡 さ
せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 太 陽 電 池 の Ｉ － Ｖ 特 性 取 得 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
被 測 定 太 陽 電 池 上 で の 照 度 が 変 化 す る 光 源 の 光 を 照 射 し つ つ 、 照 度 を モ ニ タ す る と 共 に 短
絡 電 流 ま た は 開 放 電 圧 を 測 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か に 記 載 の 太
陽 電 池 の Ｉ － Ｖ 特 性 取 得 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 光 源 が 、 複 数 の 減 光 板 が 着 脱 さ れ る 定 常 光 源 ま た は ソ ー ラ シ ミ ュ レ ー タ で あ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 太 陽 電 池 の Ｉ － Ｖ 特 性 取 得 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 光 源 が フ ラ ッ シ ュ 光 源 ま た は ス ト ロ ボ 光 源 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の
太 陽 電 池 の Ｉ － Ｖ 特 性 取 得 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 フ ラ ッ シ ュ 光 源 を 用 い て 測 定 を 行 う 直 前 に ダ ミ ー 発 光 が 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ６ に 記 載 の 太 陽 電 池 の Ｉ － Ｖ 特 性 取 得 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 フ ラ ッ シ ュ 光 源 ま た は ス ト ロ ボ 光 源 の 輝 度 が 上 昇 す る 時 間 帯 で の み 測 定 を 行 う こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ６ ま た は ７ に 記 載 の 太 陽 電 池 の Ｉ － Ｖ 特 性 取 得 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
短 絡 電 流 ま た は 開 放 電 圧 の 測 定 を デ ィ ジ タ イ ザ を 用 い て 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ か
ら ８ の い ず れ か に 記 載 の 太 陽 電 池 の Ｉ － Ｖ 特 性 取 得 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
短 絡 電 流 お よ び 開 放 電 圧 を 、 前 記 フ ラ ッ シ ュ 光 源 ま た は ス ト ロ ボ 光 源 を そ れ ぞ れ 複 数 回 閃
光 さ せ て 複 数 回 測 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ か ら ９ の い ず れ か に 記 載 の 太 陽 電 池 の
Ｉ － Ｖ 特 性 取 得 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
照 度 の モ ニ タ を 、 太 陽 電 池 を 用 い て 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら １ ０ の い ず れ か に
記 載 の 太 陽 電 池 の Ｉ － Ｖ 特 性 取 得 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 太 陽 電 池 の Ｉ － Ｖ 特 性 取 得 方 法 に 関 し 、 特 に 屋 外 の 設 置 現 場 に お い て 直 流 電 源
を 使 用 す る こ と な く 得 る こ と の で き る 太 陽 電 池 の Ｉ － Ｖ 特 性 取 得 方 法 に 関 す る も の で あ る
。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
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太 陽 光 発 電 シ ス テ ム が 大 量 に 普 及 し た こ と に よ り 、 長 時 間 環 境 に 暴 露 さ れ た 太 陽 電 池 モ ジ
ュ ー ル の 故 障 ・ 劣 化 診 断 の 必 要 性 が 高 く な っ て き て い る 。 従 来 、 屋 外 に 設 置 し た 太 陽 電 池
モ ジ ュ ー ル の Ｉ － Ｖ 特 性 を 測 定 す る 場 合 、 測 定 対 象 モ ジ ュ ー ル を 取 り 外 し 、 屋 内 に お い て
測 定 を 行 う こ と が 一 般 的 で あ っ た 。
こ の よ う な 従 来 の 測 定 方 法 は 以 下 の 手 順 を 経 て 行 わ れ る 。
▲ １ ▼ モ ジ ュ ー ル を 設 置 現 場 か ら 取 り 外 す 。
▲ ２ ▼ モ ジ ュ ー ル を 測 定 現 場 ま で 運 ぶ 。
▲ ３ ▼ モ ジ ュ ー ル を 測 定 す る 。
▲ ４ ▼ モ ジ ュ ー ル を 設 置 現 場 ま で 運 ぶ 。
▲ ５ ▼ モ ジ ュ ー ル を 設 置 現 場 に 取 り 付 け る 。
而 し て 、 ▲ ３ ▼ の モ ジ ュ ー ル の 測 定 は 、 リ ー ド 線 の 抵 抗 や 電 流 計 の 内 部 抵 抗 の 影 響 を 排 除
す る た め に 、 負 荷 と し て 可 変 直 流 電 圧 源 を 接 続 し て 行 う （ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】
桑 野 幸 徳 著 「 太 陽 電 池 と そ の 応 用 」 パ ワ ー 社 、 １ ９ ８ ５ 年 ６ 月 ２ ５ 日 、 ｐ ｐ ． ４ ３ － ４ ４
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 述 し た よ う に 、 従 来 の 測 定 方 法 は 、 重 量 が 大 き く 大 面 積 の 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル の 取 り 外
し 、 運 搬 、 組 み 立 て の 作 業 が 必 要 と な る た め 、 多 く の 工 数 が か か り 、 大 規 模 で 長 時 間 の 作
業 を 要 す る こ と に な る 。 そ こ で 、 モ ジ ュ ー ル を 取 り 外 す こ と な く 設 置 現 場 に お い て 測 定 を
行 う こ と が 検 討 さ れ て い る が 、 こ の 測 定 方 法 に よ る と 、 一 般 的 に は 足 場 の 悪 い モ ジ ュ ー ル
設 置 現 場 に 重 量 の 大 き い 可 変 直 流 電 圧 源 を 運 搬 し 設 置 し な け れ ば な ら な い 。
本 発 明 の 課 題 は 、 上 述 し た 従 来 技 術 の 問 題 点 を 解 決 す る こ と で あ っ て 、 そ の 目 的 は 、 太 陽
電 池 モ ジ ュ ー ル を 取 り 外 す こ と な く 、 か つ 、 直 流 電 源 を 用 い る こ と な く 、 太 陽 電 池 の Ｉ －
Ｖ 特 性 を 取 得 で き る よ う に す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 に よ れ ば 、 異 な る 複 数 の 照 度 と そ れ ぞ れ の 照 度 で の 短
絡 電 流 を 測 定 す る と 共 に 異 な る 複 数 の 照 度 と そ れ ぞ れ の 照 度 で の 開 放 電 圧 を 測 定 し 、 そ の
測 定 結 果 に 基 づ い て 基 準 照 度 と 基 準 照 度 よ り 低 い 照 度 で あ る 第 １ ～ 第 ｎ （ ｎ は 正 の 整 数 ）
照 度 に お け る 短 絡 電 流 と 開 放 電 圧 と の 測 定 値 を 得 、 Ｉ － Ｖ 特 性 図 上 に お い て 、 基 準 照 度 で
の 短 絡 電 流 と 開 放 電 圧 と を プ ロ ッ ト し 、 第 ｋ （ ｋ ＝ １ 、 ２ 、 ・ ・ ・ 、 ｎ ） 照 度 の 開 放 電 圧
を 電 圧 値 、 基 準 照 度 で の 短 絡 電 流 か ら 第 ｋ 照 度 で の 短 絡 電 流 を 減 算 し た 値 を 電 流 値 と す る
点 を プ ロ ッ ト し 、 各 プ ロ ッ ト 点 を 連 結 す る こ と に よ り 基 準 照 度 の Ｉ － Ｖ 特 性 を 得 る こ と を
特 徴 と す る 太 陽 電 池 の Ｉ － Ｖ 特 性 取 得 方 法 、 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
そ し て 、 好 ま し く は 、 短 絡 電 流 ま た は 開 放 電 圧 の 測 定 値 が 、 現 実 の 測 定 値 ま た は 現 実 の 測
定 値 の 補 間 値 で あ る 。 ま た 、 好 ま し く は 、 被 測 定 太 陽 電 池 上 で の 照 度 が 変 化 す る 光 源 の 光
を 照 射 し つ つ 、 照 度 を モ ニ タ す る と 共 に 短 絡 電 流 ま た は 開 放 電 圧 を 測 定 す る 。 ま た 、 一 層
好 ま し く は 、 前 記 光 源 が フ ラ ッ シ ュ 光 源 で あ る 。 そ し て 、 前 記 フ ラ ッ シ ュ 光 源 の 輝 度 が 上
昇 す る 時 間 帯 で の み 測 定 を 行 う 。
ま た 、 好 ま し く は 、 短 絡 電 流 ま た は 開 放 電 圧 の 測 定 を デ ィ ジ タ イ ザ を 用 い て 行 う 。 さ ら に
、 好 ま し く は 、 照 度 の モ ニ タ を 、 被 測 定 太 陽 電 池 と 同 種 の 太 陽 電 池 を 用 い て 行 う 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ は 、 本 発 明 の 、 複 数 の 照 度 に お け る 短 絡 電 流 Ｉ ｓ ｃ と 開 放 電 圧 Ｖ ｏ ｃ の 組 か ら Ｉ － Ｖ
特 性 を 合 成 す る 方 法 を 説 明 す る 概 念 図 で あ る 。 周 知 の よ う に 、 特 殊 な 例 外 を 除 き 、 太 陽 電
池 の 異 な っ た 照 度 に 対 す る Ｉ － Ｖ 特 性 は 、 照 度 差 に 対 応 す る Ｉ ｓ ｃ 分 だ け 電 流 軸 方 向 に 平
行 移 動 す れ ば 、 近 似 的 に 互 い に 重 な る 。 こ の 特 徴 を 利 用 す れ ば 、 あ る 基 準 照 度 （ 例 え ば 、
１ ｓ ｕ ｎ ） と そ の 照 度 よ り 低 い 照 度 （ Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ ・ ・ ・ ） に お け る Ｉ ｓ ｃ と Ｖ ｏ ｃ の 組 か

10

20

30

40

50

(3) JP 2004-281480 A 2004.10.7



ら 、 基 準 照 度 に お け る Ｉ － Ｖ 特 性 を 次 の よ う に し て 合 成 す る こ と が で き る 。 ま ず 、 Ｉ － Ｖ
特 性 図 上 に お い て 、 基 準 照 度 に つ い て 、 （ ０ ， Ｉ ｓ ｃ ） 、 （ Ｖ ｏ ｃ ， ０ ） を プ ロ ッ ト す る
。 次 に 、 照 度 Ａ に つ い て 、 基 準 照 度 で の 短 絡 電 流 と の 差 電 流 Ｉ ｓ ｃ － Ｉ ｓ ｃ （ Ａ ） を 算 出
し 、 （ Ｖ ｏ ｃ （ Ａ ） ， Ｉ ｓ ｃ － Ｉ ｓ ｃ （ Ａ ） ） （ Ａ ′ 点 ） を プ ロ ッ ト す る 。 同 様 に 、 照 度
Ｂ 、 Ｃ に 関 し て 、 （ Ｖ ｏ ｃ （ Ｂ ） ， Ｉ ｓ ｃ － Ｉ ｓ ｃ （ Ｂ ） ） （ Ｂ ′ 点 ） 、 （ Ｖ ｏ ｃ （ Ｃ ）
， Ｉ ｓ ｃ － Ｉ ｓ ｃ （ Ｃ ） ） （ Ｃ ′ 点 ） を プ ロ ッ ト す る 。 同 様 に し て 、 基 準 照 度 よ り 低 い 照
度 に 関 し て 多 数 の 点 を プ ロ ッ ト し 、 各 プ ロ ッ ト 点 を 繋 い で 滑 ら か な 曲 線 が 得 ら れ る よ う に
す る 。 こ の よ う に し て 作 成 さ れ た 曲 線 が 、 合 成 さ れ た 基 準 照 度 に お け る Ｉ － Ｖ 特 性 で あ る
。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 に よ る Ｉ － Ｖ 特 性 合 成 に 必 要 な 手 順 は 、 次 の 通 り で あ る 。
▲ １ ▼ 　 フ ラ ッ シ ュ 光 源 の よ う な 被 測 定 太 陽 電 池 上 で の 照 度 が 変 化 す る 光 源 の 光 を 照 射 し
、 照 度 と Ｉ ｓ ｃ 、 照 度 と Ｖ ｏ ｃ の 関 係 を 別 々 に 測 定 す る 。 そ の 際 に 、 光 モ ニ タ を 用 い て Ｉ
ｓ ｃ 、 Ｖ ｏ ｃ の 測 定 と 同 期 さ せ て 照 度 の 測 定 を 行 う 。
▲ ２ ▼ 　 Ｉ － Ｖ 特 性 を 得 よ う と す る 照 度 （ 基 準 照 度 ） と そ れ 以 下 の 照 度 （ 分 割 照 度 ） で の
Ｉ ｓ ｃ 、 Ｖ ｏ ｃ の 組 を 求 め る 。 そ の 際 に 、 求 め る 照 度 で の Ｉ ｓ ｃ 、 Ｖ ｏ ｃ の 測 定 値 が 存 在
し て い な い 場 合 に は 、 補 間 を 行 う こ と に よ っ て 求 め る 。 補 間 が 一 次 補 間 で 済 む よ う に ▲ １
▼ で 得 ら れ る 測 定 値 が 十 分 に 多 い （ 照 度 間 隔 が 十 分 に 細 か い ） こ と が 望 ま し い 。
▲ ３ ▼ 　 Ｉ － Ｖ 特 性 図 上 に お い て 、 基 準 照 度 の （ ０ ， Ｉ ｓ ｃ ） 、 （ Ｖ ｏ ｃ ， ０ ） を プ ロ ッ
ト す る と 共 に 、 各 分 割 照 度 に つ い て 、 そ の 照 度 で の Ｖ ｏ ｃ 点 を 、 基 準 照 度 の 短 絡 電 流 か ら
そ の 照 度 で の 短 絡 電 流 を 減 じ た 分 だ け 持 ち 上 げ た 点 を プ ロ ッ ト す る （ 図 １ 参 照 ） 。
▲ ４ ▼ 　 得 ら れ た 各 プ ロ ッ ト を 繋 い で い く こ と に よ り 、 任 意 の 基 準 照 度 に 対 す る Ｉ － Ｖ 特
性 を 合 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
図 ２ は 、 照 度 と Ｉ ｓ ｃ と の 関 係 、 照 度 と Ｖ ｏ ｃ と の 関 係 を 測 定 す る 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態
の 測 定 シ ス テ ム を 示 す 概 略 構 成 図 で あ る 。 フ ラ ッ シ ュ 光 源 １ か ら 放 射 さ れ た 光 ２ を 試 料 ３
上 に 照 射 す る と 共 に 照 度 を 検 出 す る 光 モ ニ タ ４ 上 に も 照 射 す る 。 そ し て 、 デ ィ ジ タ イ ザ ５
を 用 い て 照 度 と そ の 照 度 で の 短 絡 電 流 Ｉ ｓ ｃ を 測 定 す る 。 ま た 、 デ ィ ジ タ イ ザ ５ を 用 い て
照 度 と そ の 照 度 で の 開 放 電 圧 Ｖ ｏ ｃ を 測 定 す る 。 そ れ ら の 測 定 は 例 え ば １ ０ μ ｓ の 時 間 間
隔 で 行 い 、 １ 回 の 閃 光 に 対 し て 複 数 回 の 測 定 を 行 う 。 こ の 測 定 に お い て 、 特 に Ｖ ｏ ｃ の 測
定 に お い て は 、 照 度 の 下 降 領 域 で は 、 照 度 と 試 料 の 出 力 と が 大 き く 分 離 す る 。 こ の た め 、
少 な く と も Ｖ ｏ ｃ の 測 定 に お い て は 、 照 度 の 上 昇 領 域 の み で 測 定 を 行 う こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
滑 ら か に Ｉ － Ｖ 特 性 を 合 成 で き る よ う に す る た め に は 多 く の 照 度 （ 分 割 照 度 ） で の 測 定 値
が 必 要 と な る 。 １ 回 の フ ラ ッ シ ュ 光 源 の 閃 光 に よ り 十 分 な 数 の 測 定 デ ー タ を 得 る た め に は
測 定 の 間 隔 を 短 く す る か あ る い は 照 度 上 昇 が 緩 や か に 行 わ れ る よ う に す れ ば よ い 。 し か し
、 い ず れ の 方 法 も 技 術 的 に 困 難 で あ る 場 合 に は 、 Ｉ ｓ ｃ と Ｖ ｏ ｃ と の 測 定 を そ れ ぞ れ 複 数
回 フ ラ ッ シ ュ 光 源 を 閃 光 さ せ て 行 い 、 十 分 な 数 の 測 定 デ ー タ を 得 る よ う に す れ ば よ い 。
本 発 明 に よ る Ｉ － Ｖ 特 性 の 取 得 方 法 は 、 別 々 の 負 荷 条 件 下 で 測 定 し た Ｉ ｓ ｃ と Ｖ ｏ ｃ と の
光 応 答 特 性 を 、 照 度 を 媒 介 に し て 関 連 付 け る 方 法 で あ る 。 こ の 処 理 を 精 度 よ く 行 う た め に
は 、 両 者 の 測 定 に 用 い る フ ラ ッ シ ュ 光 の 波 形 が 揃 っ て い る こ と が 望 ま し い 。 と こ ろ が 、 こ
の 波 形 は フ ラ ッ シ ュ 光 源 の 電 源 の 充 電 時 間 に よ り 変 化 す る た め 、 波 形 安 定 化 の た め に は 次
の よ う な プ ロ セ ス を コ ン ピ ュ ー タ 制 御 に よ り 行 う こ と が 望 ま し い 。
１ ０ 秒 充 電 （ 待 機 ） → 放 電 （ ダ ミ ー 発 光 ）
１ ０ 秒 充 電 （ 待 機 ） → 放 電 （ 測 定 用 発 光 ）
こ の 処 理 に よ り 、 フ ラ ッ シ ュ 光 波 形 の ピ ー ク 値 の バ ラ ツ キ を 数 ％ 以 内 の 範 囲 に 収 め 、 波 形
を 安 定 化 さ せ る こ と が で き る 。
な お 、 特 に 開 放 電 圧 を 測 定 す る 際 に は 、 直 前 の 光 照 射 に よ り 太 陽 電 池 内 に 蓄 積 電 荷 が 残 っ
て い る 可 能 性 が あ る 。 し た が っ て 、 特 に 開 放 電 圧 を 測 定 す る 際 に は 、 測 定 前 に 電 極 間 を 一
旦 短 絡 し て 蓄 積 電 荷 を 放 電 し て お く こ と が 望 ま し い 。
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本 実 施 の 形 態 に お い て 、 光 モ ニ タ ４ に は 太 陽 電 池 が 用 い ら れ る 。 特 に 、 照 度 測 定 と Ｉ ｓ ｃ
（ ま た は Ｖ ｏ ｃ ） 測 定 と の 分 光 感 度 ず れ や タ イ ミ ン グ ず れ を 少 な く す る に は 、 光 モ ニ タ ４
に 試 料 と 同 種 の 太 陽 電 池 を 用 い る こ と が 好 ま し い 。
本 実 施 の 形 態 は 、 フ ラ ッ シ ュ 光 源 を 用 い る も の で あ っ た が 、 こ れ に 代 え ス ト ロ ボ 光 源 を 用
い て も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
図 ３ は 、 照 度 と Ｉ ｓ ｃ と の 関 係 、 照 度 と Ｖ ｏ ｃ と の 関 係 を 測 定 す る 本 発 明 の 他 の 実 施 の 形
態 の 測 定 シ ス テ ム を 示 す 概 略 構 成 図 で あ る 。 定 常 光 源 ６ か ら 放 射 さ れ た 光 を 、 交 換 可 能 な
減 光 板 ７ を 通 し て 試 料 ３ 上 に 照 射 す る と 共 に 照 度 を 検 出 す る 光 モ ニ タ ４ 上 に も 照 射 す る 。
減 光 板 ７ は 、 複 数 枚 用 意 さ れ て お り 、 そ れ ぞ れ の 減 光 率 は 異 な っ て い る 。 そ し て 、 減 光 板
７ を 交 換 し つ つ 低 速 電 圧 測 定 器 ８ を 用 い て 照 度 と そ の 照 度 で の 短 絡 電 流 Ｉ ｓ ｃ を 測 定 す る
。 ま た 、 減 光 板 ７ を 交 換 し つ つ 低 速 電 圧 測 定 器 ８ を 用 い て 照 度 と そ の 照 度 で の 開 放 電 圧 Ｖ
ｏ ｃ を 測 定 す る 。
定 常 光 源 ６ の 出 力 を 一 定 と し て 減 光 板 の み に よ り 照 度 を 調 整 す る よ う に し て も よ い が 、 定
常 光 源 ６ の 光 出 力 を 数 段 階 に 切 り 換 え る こ と が で き る よ う に し 、 そ の 切 り 換 え と 減 光 板 の
交 換 の 組 み 合 わ せ に よ り 照 度 調 整 を 行 う よ う に し て も よ い 。 ま た 、 定 常 光 源 と 減 光 板 と の
組 み 合 わ せ に 代 え 、 ソ ー ラ シ ミ ュ レ ー タ を 用 い て も よ い 。
な お 、 図 ２ 、 図 ３ に 示 す 測 定 シ ス テ ム に お い て 、 短 絡 電 流 は 、 試 料 の 電 極 間 に 低 抵 抗 （ 例
え ば 、 ０ ． １ Ω ） を 接 続 し 、 電 極 間 の 電 圧 を 測 定 す る こ と に よ り 検 出 し 、 開 放 電 圧 は 、 試
料 の 電 極 間 を 開 放 し 、 電 極 間 の 電 圧 を 測 定 す る こ と に よ り 検 出 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
上 記 の よ う に し て 被 測 定 太 陽 電 池 の 任 意 の 照 度 に お け る Ｉ － Ｖ 特 性 を 合 成 す る こ と が で き
る が 、 こ の こ と が 可 能 で あ る の は 、 Ｉ ｓ ｃ と 照 度 と が 線 形 関 係 に あ る と い う 前 提 条 件 が 満
た さ れ て い る か ら で あ る 。 こ の 前 提 条 件 が 満 た さ れ て い る こ と は 以 下 の よ う に 示 さ れ る 。
太 陽 電 池 の Ｉ － Ｖ 特 性 は 、 以 下 の 基 本 方 程 式 で 与 え ら れ る 。
Ｉ ＝ Ｉ ｐ ｈ － Ｉ ｏ ［ ｅ ｘ ｐ ｛ ｑ （ Ｖ ＋ Ｒ ｓ Ｉ ） ／ ｎ ｋ Ｔ ｝ － １ ］ － （ Ｖ ＋ Ｒ ｓ Ｉ ） ／ Ｒ ｓ
ｈ 　 　 　 　 　 　 … （ １ ）
但 し 、 Ｉ と Ｖ は 電 流 と 電 圧 、 Ｉ ｐ ｈ は 光 電 流 、 Ｉ ｏ は 逆 方 向 飽 和 電 流 、 Ｒ ｓ と Ｒ ｓ ｈ は 直
列 抵 抗 と 並 列 抵 抗 、 ｎ は ダ イ オ ー ド 性 能 指 数 で あ る 。 （ １ ） 式 に お い て 、 Ｉ ＝ Ｉ ｓ ｃ 、 Ｖ
＝ ０ と お く と 、 （ ２ ） 式 に 示 す よ う に Ｉ ｓ ｃ が 求 ま る 。
Ｉ ｓ ｃ ＝ Ｉ ｐ ｈ － Ｉ ｏ ［ ｅ ｘ ｐ ｛ ｑ （ Ｒ ｓ Ｉ ） ／ ｎ ｋ Ｔ ｝ － １ ］ － （ Ｒ ｓ Ｉ ） ／ Ｒ ｓ ｈ 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 … （ ２ ）
通 常 、 結 晶 系 太 陽 電 池 に お い て は 、 （ ２ ） 式 に お い て 、 第 １ 項 に 対 し 第 ２ 項 、 第 ３ 項 は 無
視 で き る ほ ど 小 さ く 、 Ｉ ｓ ｃ ＝ Ｉ ｐ ｈ と 近 似 で き る 。 Ｉ ｐ ｈ は 照 度 に 比 例 す る か ら 、 Ｉ ｓ
ｃ も 照 度 に 比 例 す る 。 実 測 デ ー タ に お い て も 、 Ｉ ｓ ｃ 対 照 度 の 線 形 性 は 非 常 に よ い （ 図 ６
参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 実 施 例 】
小 型 の 単 結 晶 シ リ コ ン 系 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル （ Ｉ ｓ ｃ ＝ ２ Ａ 、 Ｖ ｏ ｃ ＝ ２ ０ Ｖ ） に つ い て
、 図 ２ に 示 す 測 定 シ ス テ ム に よ り 測 定 を 行 っ た 。 光 源 は Ｘ ｅ フ ラ ッ シ ュ ラ ン プ 、 測 定 器 は
１ ６ ビ ッ ト デ ィ ジ タ イ ザ で あ る 。 １ ０ 秒 充 電 し 、 ダ ミ ー 発 光 の 後 、 １ ０ 秒 充 電 し て 測 定 用
発 光 を 行 い 、 １ ０ μ ｓ の 時 間 間 隔 で Ｉ ｓ ｃ の 光 応 答 を 測 定 し た 。 同 様 に し て Ｖ ｏ ｃ の 光 応
答 を 測 定 し た 。 各 測 定 の 前 に は 、 電 極 間 を 一 旦 短 絡 し て モ ジ ュ ー ル の 蓄 積 電 荷 を 放 電 し た
。 測 定 結 果 を 図 ４ と 図 ５ に 示 す 。 １ ０ μ ｓ の 時 間 間 隔 で は 、 Ｉ ｓ ｃ と Ｖ ｏ ｃ の 光 応 答 測 定
を そ れ ぞ れ １ 回 ず つ 行 う の み で は 、 得 ら れ る 測 定 デ ー タ の 不 足 が 見 込 ま れ る の で 、 そ れ ぞ
れ ５ 回 ず つ 測 定 し た 。 こ れ に よ り 、 １ ０ μ ｓ ／ ５ （ ＝ ２ μ ｓ ） の 時 間 間 隔 で 測 定 を 行 っ た
場 合 に 近 い 結 果 が 得 ら れ る も の と 期 待 さ れ る 。 そ れ ら の ト ー タ ル の 測 定 結 果 を 図 ６ に 示 す
。 但 し 、 図 ６ で は 各 測 定 値 の 最 大 値 が １ に 正 規 化 さ れ て い る 。
こ の 測 定 結 果 に 基 づ い て 合 成 し た ５ 種 の 照 度 に お け る Ｉ － Ｖ 特 性 を 図 ７ に 示 す 。 そ れ ぞ れ
の 照 度 に お い て 滑 ら か な Ｉ － Ｖ 特 性 曲 線 が 得 ら れ て い る 。 こ の 合 成 さ れ た Ｉ － Ｖ 特 性 か ら
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得 ら れ た 各 種 パ ラ メ ー タ を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ５ 】
表 １ に 示 す 各 パ ラ メ ー タ は 、 Ｖ ｏ ｃ が や や 高 め に で た 以 外 は 、 い ず れ も 照 度 変 化 に 対 し て
妥 当 な 値 を 示 し て お り 、 本 発 明 に よ る 方 法 が 十 分 に 実 用 性 の あ る も の で あ る こ と を 示 し て
い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
以 上 好 ま し い 実 施 の 形 態 、 実 施 例 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は こ れ ら に 限 定 さ れ る も の
で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 内 に お い て 適 宜 の 変 更 が 可 能 な も の で あ る 。 本
発 明 は 、 屋 外 に 設 置 さ れ た 太 陽 電 池 の 劣 化 評 価 、 故 障 診 断 に 有 利 に 適 用 さ れ る が 、 そ れ に
限 定 さ れ る も の で は な く 工 場 で の 簡 易 な 出 荷 検 査 等 に も 適 用 で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 は 、 フ ラ ッ シ ュ 光 の よ う な 照 度 の 変 化 す る 光 源 を 用 い て 各 照
度 に お け る Ｉ ｓ ｃ と Ｖ ｏ ｃ と を そ れ ぞ れ 別 個 に 測 定 し 、 Ｉ ｓ ｃ と Ｖ ｏ ｃ と の 光 応 答 特 性 を
、 照 度 を 媒 体 と し て 関 連 付 け て Ｉ － Ｖ 特 性 を 合 成 す る も の で あ る の で 、 屋 外 に 設 置 さ れ た
太 陽 電 池 を 取 り 外 し た り 運 搬 し た り す る こ と な く 、 か つ 、 重 量 の 大 き い 直 流 電 源 を 使 用 す
る こ と な く 、 簡 易 な 方 法 で 太 陽 電 池 の Ｉ － Ｖ 特 性 を 、 し た が っ て 太 陽 電 池 の 各 種 の パ ラ メ
ー タ を 取 得 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る Ｉ － Ｖ 特 性 の 合 成 方 法 を 説 明 す る 概 念 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 の 測 定 シ ス テ ム を 示 す 概 略 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 の 形 態 の 測 定 シ ス テ ム を 示 す 概 略 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 の Ｉ ｓ ｃ の 測 定 結 果 を 示 す 特 性 曲 線 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 の Ｖ ｏ ｃ の 測 定 結 果 を 示 す 特 性 曲 線 図 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 の Ｉ ｓ ｃ と Ｖ ｏ ｃ の 測 定 結 果 を 示 す 特 性 曲 線 図 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ り 得 ら れ た Ｉ － Ｖ 特 性 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 フ ラ ッ シ ュ 光 源
２ 　 光
３ 　 試 料
４ 　 光 モ ニ タ
５ 　 デ ィ ジ タ イ ザ
６ 　 定 常 光 源
７ 　 減 光 板
８ 　 低 速 電 圧 測 定 器
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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